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お らし せ行政
からの

　

多
久
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
、
佐
賀
税
務
署
、
佐
賀
県

税
事
務
所
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
で
は
、
次
世
代
を
担
う
児

童
・
生
徒
に
税
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
「
税
に
関
す
る
作
品
」
の
募

集
を
行
い
、平
成
２６
年
度
も
「
税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
・

中
学
生
の
書
写
」
２０
点
、「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

お
よ
び
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
２
８
５
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
入

賞
作
品
は
確

定
申
告
期
間

中
に
、
申
告

会
場
入
口
に

展
示
し
ま
す
。

小
学
生
の
部
（
絵
画
）
１４
点

　

佐
賀
税
務
署
長
賞　
　
　
　
　

小お

川が
わ　

紗さ

奈な

さ
ん

　

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞　

相あ
い

賀が　
　

澪み
お

さ
ん

中
学
生
の
部
（
書
写
）
６
点

　

佐
賀
県
税
事
務
所
長
賞　
　
　

元も
と

島し
ま　

唯ゆ
い

花か

さ
ん

　

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞　

江え

頭が
し
ら　

茉ま

紀き

さ
ん

中
学
生
の
作
文
１
５
４
点

　

多
久
市
長
賞　
　
　
　
　
　
　

渕ふ
ち

上が
み　

一か
ず

輝き

さ
ん

高
校
生
の
作
文
１
３
１
点

　

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞　

眞ま
な

子ご

史し

帆ほ

里り

さ
ん
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師
走
の
総
選
挙
に
続
き
、
年
ま
た
ぎ
の
知
事
選
挙
と
な

り
、
県
内
は
正
月
気
分
の
薄
い
１
月
で
し
た
。
知
事
選
挙

で
は
、
地
方
自
治
の
尊
重
と
共
感
で
き
る
改
革
を
訴
え
た

山
口
祥
義
氏
が
約
４
万
票
差
で
当
選
と
な
っ
た
。

　

報
道
で
は
「
農
協
ｖｓ
官
邸
」
の
言
葉
が
躍
り
、
開
票
後

は
「
佐
賀
の
乱
」
と
も
表
現
さ
れ
た
。
し
か
し
県
内
感
覚

で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
農
協
改
革
が
争
点
で
は

な
か
っ
た
し
、
得
票
上
位
者
２
人
は
政
策
面
で
与
党
や
官

邸
と
大
き
く
異
な
る
の
で
は
な
く
、
山
口
氏
も
重
要
課
題

は
重
要
と
し
て
、
課
題
に
よ
っ
て
は
慎
重
堅
実
な
対
応
が

重
要
と
訴
え
た
。
重
職
者
の
あ
り
方
論
、
中
央
に
差
配
さ

れ
る
人
選
や
物
事
決
定
の
妥
当
論
も
話
題
に
な
っ
た
。

　

厳
し
い
時
代
に
賢
明
で
着
実
な
佐
賀
県
政
の
発
展
を
願

い
熟
慮
し
た
県
民
選
択
の
結
果
と
い
え
よ
う
。
生
活
者
視

点
で
県
民
と
と
も
に
理
念
実
現
を
め
ざ
す
政
治
姿
勢
が
肝

心
だ
と
の
判
断
で
も
あ
る
。
県
政
発
展
に
は
民
主
的
プ
ロ

セ
ス
も
重
ん
じ
、
新
た
な
時
代
要
請
に
応
え
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
不
可
欠
だ
。
希
望
と
期
待
を
込
め
て
注
視
し
た
い
。

　

歴
史
的
な
名
言
「
信
な
く
ば
立
た
ず
」
の
「
信
」
は
誠

に
重
要
で
あ
る
。
信
任
さ
れ
た
重
職
者
に
は
想
定
外
の

危
機
対
応
も
求
め
ら
れ
る
。
ま
さ
に
新
知
事
が
直
面
し
た

の
は
有
田
町
で
発
生
し
た
県
内
初
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

だ
っ
た
。
関
係
機
関
と
連
携
し
７
万
３
千
羽
の
殺
処
分
で

封
じ
込
め
に
成
功
。
今
後
特
段
の
異
常
が
な
け
れ
ば
２
月

１１
日
に
解
除
と
な
る
見
込
み
だ
。
消
防
庁
担
当
経
験
と
多

く
の
人
の
協
力
が
功
を
奏
し
た
成
果
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
１
月
半
ば
か
ら
県
内
市
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
流
行
中
。
う
が
い
・
手
洗
い
を
励
行
し
て
下
さ
い
。

年
ま
た
ぎ
知
事
選
挙
と
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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「
税
に
関
す
る
作
品
」の
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

▲小川紗奈さん作品

▲元島唯花さん作品

▲江頭茉紀さん作品

ひろげよう うちどくの輪
～佐賀うちどくフェスティバルin多久～

　家庭読書（うちどく）の普及を目的に「うち
どくフェスティバル」（佐賀うちどくネットワー
ク主催）が１２月１３日、中央公民館で開催され、
県内小中学校関係者・保護者ら約１５０人が参加し
ました。
　オープニングでは、佐賀うちどくネットワー
ク事務局による家読テーマソング「こころつな
いで～ｒｅａｄ　ａｎｄ　ｔａｌｋ～」の歌と絵本の朗読があ
り、会場の空気を家読の世界へと誘いました。
　宮城県女川町生涯学習課の元

もと

木
き

幸
こう

市
いち

さんによ
る基調講演「被災地の子どもの心を支える本の
力」では、東日本大震災後の図書館復興の取り
組みから見えてきた「心を癒す」、「心をつなぐ」
といった本が果たす役割が紹介されました。
　実践発表では、中央小図書館と伊万里市松浦
町家読推進委員会が「リレー家読」、「町家読フェ
スタ」、「保育園内文庫」等それぞれの取り組みを
発表しました。
　本の魅力、読書の価値を改めて感じる温かで
愛のある「うちどく」の世界が展開されたフェ
スティバルとなりました。

▲実践発表の様子
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基
調
講
演
を
行
う
元
木

幸
市
さ
ん


